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【キーワードは「楽しい」】

　人間は「ホモ・ルーデンス（遊
ぶ人）」。遊びからいろいろなもの
を発明、発見してきた。楽しいと
いうことが、混迷な時代を生きる
キーワードになるのではないか。
　最近は悲しいぐらい不祥事が多
い。コロナ関連で人件費を誇大請
求した旅行会社、自動車メー
カー、損保会社、大企業のデータ
不正、知事…。なぜ不祥事が起き
るのかというと、楽しくないか
ら。なぜ楽しくないかといえば、
タイトなスケジュール、無理な目
標設定、人員や予算の削減、ノル
マ、過度なプレッシャー、パワハ
ラ、立場の弱さ…。

　私は不適切会計問題を起こした
「東芝」をモデルにして『病巣』
という小説を書いた。内部告発者

や退職者、金融庁などを取材した
が、楽しくない会社が不祥事を起
こし、業績の悪化を招くことを実

開会挨拶をする菊池会長

　江上剛先生は数々のベストセラーを輩出されるかたわら、テレビ等のコメンテーターとしてもご活
躍です。第一勧銀のスーパーエリートサラリーマンだった40代に、総会屋利益供与事件に遭い混乱
の収拾に尽力されました。その様子が描かれた小説『金融腐食列島呪縛』（高杉　良 著）は映画化さ
れ、役所広司さんが江上先生を演じられています。ご出身は兵庫県の丹波。関西人として奈良にも親
しみを感じてくださっています。

菊池会長挨拶

　９月17日、ホテル日航奈良において、「公益目的事業」の一環である公開講演会を実施した。
　前日、菊池会長は講師に招いた作家の江上剛氏を伴い川上村へ。丹生川上神社を参拝した後、
「匠の衆」ギャラリーで開かれている、石田智子さん（作家の玄侑宗久氏夫人）の展覧会「水

みず

潺
せん

潺
せん

」を鑑賞。川上村はまた、江上氏の小説『住友を破壊した男』とも関連する土地でもあり感激
したと話された。

不透明な時代を生きる経営者に必要な覚悟
作家　江上　剛 氏

公開講演会を開催公開講演会を開催
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奈良支店

感した。愛社精神と言われるエン
ゲージメントは、日本企業の従業
員が世界最低とか。それも何年も
連続して。
　では、日本の企業がそれほどま
でに愛社精神が少ないのはなぜ
か。私が銀行に入社した頃は成長
の実感があった。頑張れば自分た
ちの生活も豊かになると未来に夢
がもてた。今の若い人たちが企業
に不満をもつのは、承認欲求が満
たされないから。まともに評価が
されない。権限移譲されない。成
長の実感がない。心理的安全性が
低い、自由に意見が言えないとい
うこと。企業の明確なパーパスが
ない。いわゆる存在意義や目標が
ないということになる。
　どうすれば楽しい会社になるか
というと、上記のことを全部逆に
すればいい。ベトナムへ取材に
行ったとき、サッポロビールの若
者に出会った。工場をつくるため
に会社から１人派遣されていた。
自由にやってきてくれと権限を全
て移譲されていたが、実に活き活
きとよく働いていた。成長実感が
あり、何倍も力を発揮するのだ。
　東京ではサラリーマンの経営者
が多くなって、このままでは日本
は沈没してしまうのではないか。
地方の企業、中小企業、中堅企業
にこそ楽しいということを追求し
てもらいたい。金利を上げて中小
企業を淘汰しゾンビ企業を減らす
という人もいるが、松下幸之助さ
んは、日本は中小企業、中堅企業
が頑張っているからいいのだと
言っている。いろんな個性の花が
咲く。それがなくなったらおしま

いだ。世の中はどんどん寡占化し
て一つの大きな企業にまとまって
いく流れが多いが、そうではなく
て国の基盤は中小企業なのだと。
　渋沢栄一に『論語と算盤』とい
う名著がある。資本主義がスター
トしたばかりの明治時代、渋沢は
安心安寧な国にするためには倫理
観が必要だとあの本を書いた。論
語を勉強していた渋沢が後年、初
めて中国へ行ったら、自分が憧れ
ていた国とは全く違ったと書いて
いる。中国には上流社会と下層社
会があるが、中間層がない。中間
がないから国家の観念に乏しい、
国としてまとまりがないと嘆いて
いる。
　かつて、私達の国は「一億総中
流」と言われた時代があった。今
は分断化してその間をなかなか埋
めることができないが、ある意味
で渋沢の言葉は今日の日本の姿を
予言しているように感じられる。
もう一度、厚みのある中間層を築
いてほしい。安倍首相はトリクル

ダウンという意向で、大企業が発
展すれば中堅中小企業に恩恵が渡
るとアベノミクスをやったがそう
はならなかった。岸田さんは、分
配と成長の好循環ということを
言ったが難しくなった。今の経済
学者もなぜ昔のようにうまく機能
しないのかをテーマにしている
が、もう一度考える必要があると
思う。

【「楽しい」を実践する会社】

　群馬県にある中里スプリング製
作所という「ばね」会社。大企業
の下請けで借金のある会社を継ぐ
ことになった二代目が楽しい会社
にする。目標を単純化して、小さ
くても強みをもち、この分野だけ
はどこにも負けない会社にしよう
と、まずは残業を廃止。その結
果、工夫や効率化が進む。また、
社員と一緒に語る「夢会議」を開
いたり、24金でばねを作らせた
り、大口でも社員の嫌がる取引先

講演中の江上氏
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とは絶縁した。不思議なことに一
挙に減った売り上げは持ち直し、
みんなが励むようになった。楽し
い経営をするためには、夢と遊び
心とこだわりが必要。これが中小
企業にいちばん大切なことだと彼
は言う。
　次に、千葉県市原市にある老舗
旅館「陣屋」。赤字続きで10億円
ほどの借金があったが、完済して
今や他の旅館を助けるまでになっ
ている。独自でDX（デジタルト
ランスフォーメーション）化し
て、情報をみんなで共有できるよ
うにした。
　ダイレクトにお客さんの反応が
あり喜びが伝わるということも楽
しいことの一つ。鹿児島銀行の場
合は、デジタル化をして書類をな
くしてしまったおかげで、お客さ
んとの接点が増えた。養豚業者や
畜産業者に銀行員を派遣すること
もある。
　『スーパーの神様』『コンビニ
の神様』という小説を書いたが、
モデルはイトーヨーカ堂創業者の
伊藤雅俊氏と、セブン－イレブン
を立ち上げた鈴木敏文氏。伊藤さ
んは昭和38年に、パブリックスと
いうアメリカのスーパーマーケッ
トへ研修に行き、感動して帰って
きた。すごくきれいで、こんな店
をつくりたいと思い、実際に北千
住に一号店をオープンした。
　パブリックスは非上場だが、ア
メリカでは人気ナンバーワン。買
物は楽しくというのがコンセプト
で、従業員はノルマなどなく、最
初に習うのはカラーコーディネー
トという。お客さんが店へ来たと

き、楽しい、来てよかった、また
来たいと思わせるような工夫、た
とえば野菜や果物をグラデーショ
ンにして並べたり、お客さんが
買ったものを駐車場まで運んであ
げたり。
　日比翁助が三越をつくって以
来、デパート、スーパーマーケッ
トができ、コンビニになり、ネッ
トということで、利便性は進んだ
けれど、楽しさが失われた。子供
の頃、両親と一緒に大阪の阪神や
阪急のデパートへ行くのが楽しみ
だった。食堂へ行き、屋上の遊園
地で遊んだ。
　これからは間違いなく逆転す
る。便利さを追いかけるかもしれ
ないが、どうやったら楽しい買物
ができるかという方向になるだろ
う。

【義利合一】

　楽しい会社は掲げる目標がシン
プル。稲盛和夫さんが京セラを創

業したときは街一番の会社にしよ
うとした。その次は京都で一番、
次は日本一、そして世界一の会社
にしようと。こんなふうに従業員
を鼓舞する。名前が正しくないと
目標は実現しないと論語にも書い
てある。経営者がどんな会社にす
るかを語り、従業員も一緒になっ
て考えることができれば、力を発
揮することができる。
　また、楽しい会社は利他主義で
ある。利他は仏教用語で、他人に
施したり親切にする仁の心、恕の
心。渋沢栄一が『論語と算盤』で
解く「義利合一」という考え方
は、道理に叶ったものでないとほ
んとうの富とは言えない、その事
業は永続しないということ。義と
いうのは論語の企業倫理、利は会
社の利益で、これを一緒にさせる
ことが渋沢の目標だったが難し
い。トレードオフ。
　しかし、たとえば「パタゴニ
ア」という会社は、地球環境にや
さしいことを目標に掲げている。
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法律問題を適切に解決するために、お気軽にお電話下さい

弁護士　川﨑 祥記　　弁護士　前川 典彦
弁護士　片山 賢志　　弁護士　大寺 健太

◆相続・遺言　◆企業経営法務　◆交通事故　◆離婚　
◆不動産　◆医療法務　◆債権回収　◆訴訟・法律相談全般

TEL （0742）22-9000
奈良市花芝町 9 番地の 2　川﨑ビル

川﨑法律事務所
奈良 川﨑法律事務所　検索

本　社
〒630-8141 奈良市南京終町 2 丁目 269 番地 

毎週月曜定休日 ( 祝祭日を除く )
☎:0742-61-3301

お客様相談室 :0120-288-770(ﾌﾘｰｺｰﾙ)

すると、それに賛同した人がここ
の商品を買い、従業員になろうと
する。もっと安い同じような服が
あっても、パタゴニアを愛用する
人がいる。
　奈良は京都よりずっと古い文化
があるのだから、これを「義」の
ほうへ持っていって、それが付加
価値になったら、求める人がいっ
ぱい出てくるはず。

【傾聴・受容・共感】

　『再建の神様』という小説を書
いた。戦後最大の倒産と言われた
「興人」を始め、企業再建で辣腕
を振るった早川種三がモデル。学
生時代に財産分けで得た数億円を
茶屋遊びで使い果たし、慶応大学
を10年以上かけて卒業した。登山
の技術を活かしてペンキ屋を起業
するが、経営不振に陥った得意先
に経営陣として迎えられたのを機
に、企業再建請負人としてのキャ
リアがスタート。倒産した会社に
１人で乗り込んだ早川は、暗い顔
をした従業員に言う。「心配する
な。地球は回っている」。早川
は、人間は働くことに生き甲斐を
もつのだという。楽しく働けない
のは、会社にそういう要素がある
から。根本的な原因を取り除く
と、組織が活性化して、黙ってい
ても楽しく働けるようになるのだ
と。
　すばらしい経営者は楽天家であ
ると同時に耳がいい。「傾聴・受
容・共感」という言葉を実践して
いる。山本五十六の有名な言葉
「やってみせ、言って聞かせて、

させてみせ、ほめてやらねば、人
は動かじ。話し合い、耳を傾け、
承認し、任せてやらねば、人は育
たず。やっている、姿を感謝で見
守って、信頼せねば、人は実ら
ず。」これこそまさに「傾聴・受
容・共感」。
　耳がいい例ではアイリスオーヤ
マ。毎月、従業員のアイディアコ
ンテストをする。大企業の場合
は、最初に尖ったアイディアが出
ても、課長、次長、部長の目を通
しているうちに角がとれてどこに
でもあるような商品になりがち
だ。アイリスオーヤマでは、社長
自らが若い人のアイディアを聞い
て製品化したりする。失敗しても
自分の責任という姿勢。
　富士フィルムの場合。2000年、
デジタルカメラが普及してフィル
ムが売れなくなった。フィルムが
売上の６割という時代。危機感を
もった当時の古森社長は、技術の
棚卸をする。幹部だけが考えるの
ではなく、新入社員、製造部、営
業部をシャッフルしてグループを

作り自由に話し合いをさせた。方
向性を示さず、答えを焦らず、富
士フィルムの強み、存在意識につ
いて考えた。２年間かかって出て
きた答えは、ナノ化、コラーゲ
ン、抗酸化。フィルムをつくる原
点の技術だ。同時に、富士フィル
ムは信頼がベースになっていると
いうこともみんなで自覚し合う。
そうして、医薬品、化粧品など新
しい分野に進出することになった。

【「捨てる」ことも大事】

　伊庭貞剛が別子銅山での諸問題
（煙害、従業員の反逆）を解決す
るために、意を決して単身、現地
に乗り込むとき、天龍寺を再興し
た橋本蛾山和尚から「臨済録」を
渡される。その中の有名な言葉
「仏に逢うては仏を殺し、祖に逢
うては祖を殺し…」。すべてを捨
てて初めて自由になれる。伊庭貞
剛は住友のこと、自分の命も捨て
る覚悟で、銅山に毎日登った。そ
れが静かに浸透して、再建してい
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く。このあたりは『住友を破壊し
た男』という小説で書いた。
　捨てることで成功した例として
東京築地の「すしざんまい」を紹
介したい。代表の木村さん、今は
高額でマグロを競り落としたり、
全国展開もしているが、出会った
頃は借金を抱えて苦しんでいた。
アイディアマンで、弁当屋とかコ
ンビニとかいろいろなことをやっ
ているのだが全部赤字経営。私が
第一勧銀（みずほ）の築地支店長
をしていたとき「24時間新鮮な寿
司を提供できるならこれに集中し
てみませんか、融資させてくださ
い」と言ったら、素早い決断をし
て全部捨ててしまった。そして１
年も経たないうちに大儲け。
　捨てるという意味ではスーパー
「パブリックス」もそう言える。
フロリダに800店舗以上あるの
に、他の土地には出ない。地域を
限定する。これも地域を捨てると
いうことになる。
　愛媛県に本社を置く「日本食研」�
の大沢社長は効率化を捨てよう、
非効率なことが付加価値になる、
お客さんが逃げなくなると言う。
　ある街の電器屋さんをモデルに
して『家電の神様』という小説も
書いた。街の電器屋さん、値段で
は量販店に及ぶべくもない。定価
で売るためにどうしたか。まず、
エリアを捨てた。半径500ｍ以内
なら街の情報を全部知っている。
自分たちが街のインフラになろう
と、街の見守り役に徹した。売り
上げは爆発的に伸びるわけではな
いが、利益はじゅうぶん確保でき
るようになった。ある意味、効率
化を捨てて、信頼や人間同士のつ
ながりを大事にして生き残ったと
いえる。
　リーダーは明るく楽天的であ
れ。それぞれの会社が独自に楽し
さを追求しよう。従業員が楽しく
なると、いろんな人が集まってく
る。業績が上がる。間違いなくイ
ノベーションが起きるだろう。

作 家 江上 剛　
職　歴：1954年1月7日生まれ。兵庫県出身

　　　  1977年早稲田大学政治経済学部政治学科卒業後、旧第一勧業銀

行（現みずほ銀行）入行。梅田・芝支店の後、本部企画、人事関係（総括部、業

務企画部、人事部、広報部など経て高田馬場、築地各支店長を務める。

2003年3月に退行。1997年に「第一勧銀総会屋事件」に遭遇し、広報部

次長として混乱収拾に尽力。その後のコンプライアンス体制に大きな役割

を果たす。銀行員としての傍ら2002年「非常銀行」で小説家デビュー。

2003年退行後、作家として本格的に活動。「失格社員」や、大倉喜八郎の生

涯を描いた「怪物商人」などはベストセラーに。小説のドラマ化も多数。近

著は「野心と軽蔑　電力王・福澤桃介」「ゴルフ人間図鑑」など。

え が み 　 　   ご う
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令和₆年10月の予定 ※予定は変更になる場合があります

【概況】
　2024年８月度の奈良県企業倒産件
数（負債額1,000万円以上）は７件、
負債総額は３億6,400万円だった。件
数は６カ月ぶりに前年同月比減、負
債総額は２カ月ぶりに前年同月比減
となった。ただし、2024年８月まで
の累計件数は前年同月を上回ってお
り、小口主体で緩やかながらも増加
基調は維持していると云える。
【当月の特徴】
＊�産業別…「建設業」が３件で最
多、「製造業」「小売業」「運輸業
「サービス業他」が各１件。
＊�業種別…「建設業」が３件。その
他はそれぞれ１件ずつであった。
＊�原因別…「販売不振」が６件でほ
とんどを占める。「既往のシワ寄
せ」が１件。
＊�形態別…「破産」が５件で最多。
「民事停止処分」「取引停止処
分」がそれぞれ１件。
＊�資本金別…「個人企業他」「１百万
円 以 上 」 が そ れ ぞ れ ３ 件、
「１千万円以上」が１件。
＊�負債別…「１千万円以上」が５
件。「１億円以上」が２件発生。
＊�従業員別…「５人未満」が６件で
殆どを占める。「５〜９名」が１
件。
＊�その他…「新型コロナウイルス」

関連倒産は１件。（判明分）。
【今後の見通し】
　内閣府は８月に発表した「月例経
済報告」において「景気は、一部に
足踏みが残るものの、緩やかに回復
している」、特に個人消費に関して
「このところ持ち直しの動きがみら
れる」として15カ月ぶりに景気の基
調判断を引き上げた。また、日本銀
行について「７月31日、無担保コー
ルレートを0.25％程度で推移するよ
う促すとともに、長期国債買入れの
減額計画を決定した」と言及したう
えで、「経済・物価・金融情勢に応
じて適切な金融政策運営を行うこと
により、賃金と物価の好循環を確認
しつつ、２％の物価安定目標を持続
的・安定的に実現することを期待す
る」「デフレからの完全脱却、成長
型の新たな経済ステージへの移行を
実現していく」とし、政策態度を据
え置いた。
　７月末の政策金利の引上げに端を
発し、８月５日には日経平均が過去
最大の暴落となるなど株式市場は空
前の荒れ模様となった。中小企業を
取り巻く環境としては、６月末まで
にゼロゼロ融資の借換に対して申込
が増加し、 一時的に中小企業の資金
繰り状況が緩和したと見られるほ
か、ゼロゼロ融資返済開始に伴う問

題が一巡。各保証協会の代位弁済が
落ち着いた動きを見せるなか長期休
暇も重なり、８月の近畿地区倒産件
数は実に21カ月ぶりの減少に転じ
た。こうしたなか、奈良県内におい
ても単月ベースで見ると、件数は６
カ月ぶりに前年同月比で減少、負債
総額もやや沈静化したひと月であっ
た。日米金利差の縮小が意識される
なかで円安是正が進んだほか、実質
賃金（６月）が27カ月ぶりにプラス
に転じたことも、中小企業にとって
は少なくとも短期的には有利に働く
と見る。ただ、個人消費の好調が持
続するかは未知数である一方、人手
不足や物価高自体は継続、足元では
公租公課の滞納整理が強化されてい
るほか、10月以降は最低賃金の引上
げ、社会保険の適用範囲の拡大など
の負担増が確実視される。さらに今
後、継続的に金利の引上げが進んだ
場合、過剰債務を抱え、営業利益で
借入利息が賄えていない企業には強
い逆風となる可能性がある。単月
ベースでは件数・負債共に前年比で
減となったものの、県内の2024年の
累計倒産件数は前年を上回る推移
（８月までで76件、前年は63件）に
あり、基本的に倒産増加トレンドは
継続すると見る。
�（㈱東京商工リサーチ奈良支店調べ）

【火曜午餐会】第１、第３火曜日を定例に、12時15分から火曜午餐会、12時45分から定例講演会を開催します。
【定例講演会】
　▽第１例会　１日（火）
　　講　師：一般財団法人 奈良県ビジターズビューロー 専務理事　中西康博氏
　　テーマ：「インバウンドバブル」　 日本の魅力は持続可能か 　
　▽第２例会　15日（火）
　　講　師：ほうせき箱 代表　平井宗助氏
　　テーマ：「〇〇」を売るのではなく「奈良」を売る
　　　　　　　　　何にもない、宣伝が下手と言われる奈良で商品を開発するということ
【ゴルフコンペ打ち合わせ会】２日（水）11：00 ～開催します。
【文化啓発委員会四国方面視察研修旅行】24日（木）～ 26日（土）２泊３日で実施します。
【囲 碁 会】12日（土）、19日（土）、20日（日）、26日（土）の４回、13：00 ～開催します。
【中国語会話教室】�祝日の14日を除く７日（月）、21日（月）、28日（月）の３回、10：00 ～開催します。
【ハングル勉強会】�祝日の14日を除く７日（月）、21日（月）、28日（月）の３回、13：30 ～開催します。
【無料法律相談室＝会員限定】
　ご希望の方は、顧問弁護士と日程調整致しますので、事務局までご連絡下さい。


